
インマヌエル浜松キリスト教会ニュースレター
『ルックアップ』2025年10月特別号

天王町のキリスト教会からお知らせです

その他、お勧めの集会

10月12日（日） 午後1時～

キッズスペシャル
10月19日(日) 午後2時～
毎回、子供も大人も楽しめる手作りのプロ
グラムを用意。聖書も一緒に学びます。
今回は「ピザトースト」作り

アットホーム
10月18日(土) 午後7時～
今回はヒット曲「異邦人」を歌った久保
田早紀（久米小百合）さんをテーマに焼
き芋を食べながら語りあいます。

三浦綾子読書会
10月15日(水) 午前10時～
今は「天の梯子」を読んでいます。

フェロシップ礼拝
10月12日(日) 午前10時15分～
初めてのかた向けのメッセージや体験談

※どの集会も入場無料、見学、出入りも自由です。

インマヌエル浜松キリスト教会
浜松市中央区天王町1414-1 TEL:053-421-8887

詳しくは当教会の
ホームページをチェック⇒

当教会は正統なプロテスタント教会です。

浜松市内で70年以上イエス・キリストを伝えています。

ここ天王町に移転して28年目になります。

無料駐車場、親子室を用意して
お待ちしています。

三浦綾子読書会代表_森下辰衛さん

小説「氷点」をテーマにした講演。

講演後はQ＆Aの時間もあります。

作家 三浦綾子さんの魅力を一緒に

味わいましょう。

↑講師の

森下さんを紹介

クリスマス・コンサート（モエド）
12月20日(土） 午後6時開演
今年はクラリネット、ピアノ、
バイオリンの3重奏

←案内動画
YouTube
公開中

スイーツカフェの時間もあります。
裏面クイズにもぜひチャレンジ
してください。

オンライン講演会



嵐の中で

三浦綾子さんの言葉 豆知識クイズ

クリスチャン作家、三浦綾子さんが書かれた文章にまつわるものです。空欄にあてはまることばを下

記の3つの中から選んで下さい。

１，「天の梯子」より：「人間の力が尽きて、もうこれ以上どうしようもなくなった時に、初めて〇

〇くださる。」

・人の情けが働いて ・神の力が働いて ・潜在能力が湧き出て

２，「太陽はいつも雲の上に」より：「のりこえることの出来ない艱難（かんなん）にあった時、自

分に言い聞かせていることは、○○のです。」

・脱出の道を探す

・ヴィールスのように小さくなって厚い壁を通り抜ける

・お祈りする

３，「人は人によって輝く」より：「自分で勝手に自分の未来を決めてしまわないでください。こん

な未来しか待っていないなどと、わかったような顔をしないでください。〇〇〇のです。」

・これから出会う人によって違った人生を切り開いていける

・あきらめるのは、まだ早い

・神の書かれているシナリオとあなたが書かれているシナリオとは違う

クイズの答え合わせを10月12日午後１時～の「オンライン講演会」の時間に行います。
全問正解の方には粗品を用意しています。多くの方の参加をお待ちしています。

Q&A

Q：教会にはどんな人が来ていますか？

A：職業、生い立ちもバラバラな普通の人が集まっています。イエスキリ

ストを信じているという繋がりだけで教会が形成されています。

集まっている

クリスチャン

を紹介⇒

出典：森下辰衛監修 三浦綾子366のことば

全国的に猛暑の記録が更新されている夏。加えて各地を記録的な豪雨が、それも局地的

な降り方で襲っています。そのような中、牧之原や吉田では、竜巻のために多くの被害が出

ています。竜巻というのは外国の話と思っていましたが、異常気象のために、日常のニュース

にも報じられるようになってきました。

私たちの人生にも、大きな「嵐」が襲ってくることがあります。予測のできない突然の嵐、耐えられそうもない
ような大きな嵐、繰り返し襲ってくる嵐……「なぜこのようなことが？」、「なぜ私に？」という疑問が私たちの
中に沸き起こります。けれどもその「なぜ」に対する答えはすぐには与えられないことが多いように思います。
聖書の中に次のようなみことばがあります。

「嵐」に対する解決はいろいろあるでしょう。嵐自体がなくなること、避けられるところに逃げること、また

自分自身が嵐に対して強くされること。けれども避けられない嵐もあります。

嵐に遭うことはつらい経験ですし、誰もが避けたいと思うことです。けれども嵐や苦しみを経験することに

よってだけ知ることができることもあるように思います。自分のほんとうの無力さ、自分の心のありのままの

姿、人に対する優しさ、そして嵐の中にある人に寄り添い、助けとなること。今回の竜巻の直後にも、以前にそ

のような被害を経験された方々がボランティアとして加わっておられると聞きました。

神様は私たちがどのような「嵐」にあっているかを知っておられます。知って「知らん顔」をしておられるの

ではなく、私たちが神様に心を向け、顔を向けるのを待っておられる愛の神様なのです。

ぜひ教会においでください。心からお待ちしています。

「私たちは火の中水の中を通りました。しかしあなたは私たちを
豊かな所へ導き出してくださいました。 」 (旧約聖書 詩篇66篇12節)
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